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第
二

薬
事
法
及
び
薬
剤
師
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
（
内
閣
提
出
）

第
三

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案

（
内
閣
提
出
）

第
四

農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法

律
案
（
内
閣
提
出
）

議
決
通
知

十
一
月
二
十
七
日
本
院
は
、
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣

提
出
案
を
可
決
し
た
旨
衆
議
院
に
通
知
し
た
。

安
全
保
障
会
議
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

裁
判
官
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
法
律
案

公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業
料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学

校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

交
通
政
策
基
本
法
案

ま
た
、
同
日
本
院
は
、
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣
提
出

案
を
承
認
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
旨
衆
議
院
に
通
知
し

た
。特

定
船
舶
の
入
港
の
禁
止
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
五

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
船
舶
の
入
港
禁
止

の
実
施
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
の
件

質
問
主
意
書
提
出

十
一
月
二
十
七
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出

さ
れ
た
。

子
ど
も
の
連
れ
去
り
・
引
き
離
し
問
題
に
関
す
る
第
三

回
質
問
主
意
書
（
浜
田
和
幸
提
出
）（
第
七
二
号
）

質
問
主
意
書
転
送

十
一
月
二
十
七
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し

た
。二

〇
一
三
年
度
に
お
け
る
経
常
収
支
赤
字
化
の
可
能
性

と
財
政
へ
の
影
響
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
（
藤
末
健

三
提
出
）（
第
六
八
号
）

報
告
書
提
出

十
一
月
二
十
七
日
委
員
長
か
ら
次
の
報
告
書
を
提
出
し

た
。公

職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
八
十

三
回
国
会
衆
第
四
一
号
）
審
査
報
告
書

法
律
公
布
奏
上
及
び
通
知

十
一
月
二
十
七
日
次
の
法
律
の
公
布
を
奏
上
し
、
そ
の

旨
衆
議
院
に
通
知
し
た
。

安
全
保
障
会
議
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

裁
判
官
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
法
律

公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業
料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学

校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律

交
通
政
策
基
本
法

承
認
を
求
め
る
の
件
送
付
及
び
通
知

十
一
月
二
十
七
日
国
会
に
お
い
て
承
認
す
る
こ
と
を
議

決
し
た
次
の
件
を
内
閣
に
送
付
し
、
そ
の
旨
衆
議
院
に
通

知
し
た
。

特
定
船
舶
の
入
港
の
禁
止
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
五

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
船
舶
の
入
港
禁
止

の
実
施
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
の
件

栃

木

県

新

旧

県
土
整
備
部
長

職
員

吉
田

隆

（
十
月
十
七
日
）

〇
労
働
委
員
会
委
員
任
命

印
南
幸
裕
委
員
は
、
八
月
二
十
七
日
辞
職
し
、
欠
員
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
、
十
一
月
七
日
次
の
者
が
任
命
さ
れ
た
。

労
働
委
員
会
委
員

伊
東

晴
美

新

潟

県

〇
公
安
委
員
会
委
員
再
任

小
林
彰
委
員
は
、
十
一
月
十
八
日
再
任
さ
れ
た
。

香

川

県

〇
収
用
委
員
会
委
員
再
任

川
口
洋
子
委
員
は
、
十
一
月
八
日
再
任
さ
れ
た
。

〇
収
用
委
員
会
予
備
委
員
再
任

山
地
孝
士
予
備
委
員
は
、
十
一
月
八
日
再
任
さ
れ
た
。

〇
公
安
委
員
会
委
員
再
任

伊
賀
三
千
“
委
員
は
、
十
一
月
十
四
日
再
任
さ
れ
た
。

鹿
児
島
県

〇
教
育
委
員
会
委
員
任
命

金
子
洋
一
委
員
は
、
十
月
十
一
日
任
期
満
了
し
、
同
月

十
二
日
次
の
者
が
任
命
さ
れ
た
。

教
育
委
員
会
委
員

今
村

英
仁

札

幌

市

〇
教
育
委
員
会
委
員
再
任

池
田
光
司
委
員
は
、
十
一
月
一
日
再
任
さ
れ
た
。

〇
人
事
委
員
会
委
員
再
任

大
塚
龍
児
委
員
は
、
十
一
月
一
日
再
任
さ
れ
た
。

〇
叙
位（

鳥
取
大
学
名
誉
教
授
）

坪
倉

操

正
四
位
に
叙
す
る

伊
藤

稔

正
五
位
に
叙
す
る

阿
部

亮
藏

荻
生

哲
也

笹
原

俊
雄

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）岩

本

忠
雄

尾
野

文
男

小
林

良
三

坂
根

和
夫

正
八
位

谷
川

博

土
佐
野

実

松
本

修

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

雨
宮

一
蔵

稲
見

順
正

古
池

實

小
西

重
夫

小
林

清
治

（
長
野
県
富
士
見
町
公
立
学
校
長
）

小
林

幸
巳

椎
谷

春
吉

柴
田

哲
也

田
岡

幸
次

高
木

廣
志

中
村

利
郎

平
林

貞
男

松
浦

正
義

吉
川

一
男

渡

義
行

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）栗

田

春
子

西
村
榮
四
郎

（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
・
東
海
広
域

事
務
組
合
消
防
司
令
長
）

沼
尻

良
輝

（
警
視
庁
警
部
補
）

吉
田

豊

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

大
園

優

川
口

義
弘

吉
田

忠

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
二
十
四
日
）

従
七
位

金
光

邦
夫

鳥
越
賢
一
郎

従
四
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

小
野

克
巳

正
五
位
に
叙
す
る

石
田

嘉
一

黒
田

弘

高
橋

良

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

μ
藤

稔

荻
野

昭
司

木
村

吉
行

近
藤
九
兵
μ

高
梨

秀
雄

松
本

希
典

三
品

堯
明

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）石

井
雄
太
郎

井
手

久
夫

（
奈
良
県
職
員
）

牛
嶋

肇

大
泉

芳
光

大
浦

一
男

木
下

宇
平

佐
藤

康
夫

柴
田

輝
夫

清
水

惟
男

長
谷
川
米
造

廣
瀬

信
哉

松
本

信
男

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

石
川

忠
勝

井
嶋

瑛
郎

藤

章

田
路

吉
弘

中
村

寛

西
村

義
人

矢
吹

奎

（
千
葉
県
警
部
補
）

吉
田

孝
博

米
田

隆

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

畝

一
雄

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
十
月
二
十
五
日
）

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
従
六
位

岡
村

總
吾

正
四
位
に
叙
す
る

水
間

明

従
四
位
に
叙
す
る

菊
池

宏

林
田

慧

正
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

福

島

県

〇
議
長
選
挙

藤
健
治
議
長
は
、
十
一
月
十
四
日
辞
職
し
、
同
日
次

の
者
が
選
挙
さ
れ
た
。

議
長

平
出

孝
朗

〇
副
議
長
選
挙

藤
勝
利
副
議
長
は
、
十
一
月
十
四
日
辞
職
し
、
同
日

次
の
者
が
選
挙
さ
れ
た
。

副
議
長

青
木

稔

参

議

院

議
案
提
出

十
一
月
二
十
七
日
議
員
か
ら
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ

た
。犯

罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者

等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
小
野
次
郎
外
八
名
発
議
）（
参
第
七
号
）

会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
小
川
敏
夫
外
六

名
発
議
）（
参
第
八
号
）

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰

国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
（
ˆ
階
恵
美
子
外
四
名
発
議
）（
参
第
九
号
）

議
案
受
領
（
予
備
審
査
）

十
一
月
二
十
七
日
衆
議
院
か
ら
次
の
議
案
が
送
付
さ
れ

た
。国

家
安
全
保
障
上
重
要
な
土
地
等
に
係
る
取
引
等
の
規

制
等
に
関
す
る
法
律
案
（
中
田
宏
外
一
名
提
出
）（
衆
第

二
一
号
）

議
案
付
託

十
一
月
二
十
七
日
議
長
は
、
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣

提
出
案
を
委
員
会
に
付
託
し
た
。

特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
九
号
）

国
家
安
全
保
障
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
付
託

Ÿ
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